
令和５年度全国保健師長会北海道ブロック研修会シンポジウム

「コロナ禍の保健師活動を振り返る」

令和5年10月28日(土)13:30～15:30
TKPガーデンシティPREMIUM札幌大通

沼田町保健福祉課 参事 西尾佳代
平成14年6月21日「輝け雪のまち宣言」



１.沼田町の概要

令和5年10月1日現在の人口：2,846人

(男1,364人･女1,482人)

世帯数：1,445世帯 出生：10人/年

65歳以上：1,267人(高齢者率44.5%)

位 置：北海道ほぼ中央（空知管内北西部）

面 積：283.21k㎡

田31.34k㎡/畑9.77k㎡/山林 195.31k㎡

隣接市町村：深川市/秩父別町/北竜町

留萌市/小平町

基幹産業：稲作を中心とした一次産業

雪中米、麦、大豆、そば、トマト等

イベント：夜高あんどん祭（8月第3金･土曜日）









【医療】一次医療圏：町立沼田厚生クリニック

内科（常勤医1名）外科（常勤医1名）リハビリ（週3日）

皮膚科（隔週金曜日/出張医）各種検査 健診等

二次医療圏：深川市立病院

診療13科（産婦･耳鼻･眼･内･泌･外･総合･整･麻･脳外･皮･小･放）

一般病棟203床

私立病院4か所（療2･精2）、開業医院10（内6･小1･耳鼻1･整2）

【介護】在宅：訪問介護、通所介護、訪問看護、短期入所10床

施設：特別養護老人ホーム80床、養護老人ホーム100床、グループホーム9床

【児童福祉･教育】認定こども園1（子育て支援センター併設）、小学校1、中学校1

２.沼田町の医療･福祉の資源



３.沼田町におけるコロナ禍の保健活動

町民があたり前の生活をおくることができるよう、

「情報収集」とその「分析」に基づいて、

「限りある資源を最大限に活用」しながら、

感染症に対応できる仕組みを庁内横断的に作り、

実施、評価した3年間。



４.具体的な取り組み

（10）人材育成（9）各種保健医療福祉計画の策定及び実施

（7）部署横断的な保健活動の連携及び協働

（6）地域特性に応じた
健康な町づくり

（5）地区担当制の推進

（2）個別課題から地域課
題への視点及び活動

■移住体験住宅による
「濃厚接触者等の自主
隔離事業」

延42日間利用

■防災備蓄品等を利活用
した「生活物資支給」0件

■宿泊交流センターによる
「介護従事者宿泊施設運営」

延20日間利用■医療体制の構築
・介護施設における
感染発生時の体制整備
・町立診療所における
発熱外来開設

（8）地域のケアシステムの構築

（1）地区診断に基づくPDCAサイクル

（3）予防的介入の重視

（4）地区活動に立脚した活
動の強化

■新型コロナウイルス
感染症対策本部会議

延52回開催

■広報「新型コロナ
ウイルス感染症のお
知らせ」延70号発行



５.まとめ

・平常時の活動の重要性（有事に入ってからでは遅い）

・組織横断的な保健活動（抱えない）

・既存資源の利活用で新たな仕組みを構築する（人・物・金）

・保健師の専門性の理解、次の展開へ！

ご清聴ありがとうございました。


